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つみたて NISA は一般 NISA よりはるかに高い将来性! 
 

2020 年 10 月 7 日に日本の金融庁が公表した「NISA 口座の利用状況調査結果」によると、NISA 総口座(=一般

NISA+つみたて NISA)は 2020 年 6 月末に 1,445 万 966 口座/買付額 20 兆 1,536 億 1,360 万円(1 口座当たり

139 万 4,621 円)と 3 月末比 2.8%(口座数)/3.1%(買付額)増だった。 一方、つみたて NISA は 2020 年 6 月末に

244 万 3,717 口座/4,577 億 5,666 万円(1 口座当たり 18 万 7,320 円)と 3 月末比 11.2%(口座数)/22.6%(買付額)

増だった(下記図表、URL は後述[参考ホームページ]①参照)。 

 

つみたて NISA は買付額こそ小さいものの、それは投資上限額(つみたて NISA 年 40 万円、一般 NISA 年 120 万

円)もある為。 口座数及び買付額の増加率は一般 NISA が+1.2%(口座数)/+2.7%(買付額)に対し、つみたて NISA

は+11.2%(口座数)/+22.6%(買付額)増と二桁増と、かなり高い伸びである。 年代別で見ても一般 NISA が 60 歳

代･70 歳代中心であるのに対し、つみたて NISA は 30 歳代･40 歳代中心である。 つみたて NISA は一般 NISA

の様に老後資産の換金も少なく今後の増加が期待出来る。 何より、積み立てである事から、今後も増加の可能

性が高い。 つみたて NISA は一般 NISA よりはるかに高い将来性がある。 

 

そして、一般 NISA では買付額(19 兆 6,958 億 5,694 万円の 55.4%が投資信託であるのに対し、つみたて NISA

では買付額(4,577 億 5,666 万円)の 99.98%が投資信託である(ETF0.02%を入れれば 100%)。 つみたて NISA は

対象商品が金融庁の定める長期･積立･分散に適した一定の投資信託･ETF のみとなっている為だが(後述※1 参

照)、つみたて NISA の投信純設定への寄与は一般 NISA の 2 倍近くある。 

     (出所: 2020年10月7日付金融庁「NISA・ジュニアNISA口座の利用状況調査結果(2020年6月末時点)」～　https://www.fsa.go.jp/policy/nisa/20201007/01.pdf )  

2020年10月20日

情報提供資料【投信調査コラム】日本版ISAの道 その318 

※三菱UFJ国際投信がお届けする、日本版ISAに関する情報を発信するコラムです。 

積立投資を複利で語るなかれ 
～つみたてNISAは一般NISAよりはるかに高い将来性! 

 NISAで多用される投信ベンチマークを期間･開始時･ 

 終了時(出口)を変え検証～ 
三菱UFJ国際投信株式会社 商品マーケティング企画部 松尾 健治 
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※1:  つみたて NISA… 

 

つみたて NISA 対象商品は金融庁の定める長期‣積立･分散投資に適した公募株式投資信託と上場

株式投資信託(ETF)に限定されている(概要… https://www.fsa.go.jp/policy/nisa2/about/tsumitate/overview/index.html 、対象商品…

https://www.fsa.go.jp/policy/nisa2/about/tsumitate/target/index.html )。 

 

一般 NISA 及びジュニア NISA では REIT は可能だが(各々買付額は 1,926 億 3,997 万円で 1.0%及び 22 億

6,204 万円で 1.1%)、つみたて NISA では REIT を含む適格投信から選ぶ。 

 

2020 年 9 月 16 日に日本証券業協会が公表した「令和 3 年度税制改正に関する要望」で「長期･積立･分散投資

に適した一定の投資一任契約を制度対象として明確化し、ポートフォリオのリバランスに係る制限を緩和すること」

とあったが( https://www.jsda.or.jp/about/teigen/zeisei/20200915094451.html )、2020 年 9 月 30 日に金融庁が公表した「令和 3 年度税制改正要望項

目」には無かった( https://www.fsa.go.jp/news/r2/sonota/20200930-2/01.pdf )。 

 

2017 年 4 月 24 日付日本版 ISA の道 その 179「積立 NISA の適格投信は全体の 1%以下でインデックス･ファン

ドばかり。 これを米国に当てはめると、全体の 1.6%でアクティブ・ファンドが半分超に!」

( https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_170424.pdf )、2020 年 9 月 25 日付日本版 ISA の道 その 316「つみたて NISA の指定インデック

スに ESG 指数等を追加へ。～最新の投信全体のフロー、NISA 向けファンドのフロー、つみたて NISA のフロー:   

グローバル株が人気で、投信全体では新規のグローバル ESG 株が人気～」( https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_200925.pdf )も参

照の事。 

 

つみたて NISA 適格投信を使い、つみたて NISA 投資家の純設定を見ると次の通り(*つみたて NISA 以外で購入

された分を含み、ETF を除く)。 

 

   

日本の つみたてNISA適格投信の純設定(推計)の推移

( 2016年5月1日 ～ 、月次データ)
。

イ ンデックス…TOPIXと米ドル(対円相場)、FTSE世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)。 インデックス(開始時点＝100)

2020年9月30日
*つみたてNISA適格投信…ETFを除く追加型純設定合計

(単位: 百万円)
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(出所:Ibbotson及びブルームバーグより三菱UFJ国際投信株式会社商品マーケティング企画部が作成)

指定イ ンデックス投資信託 指定イ ンデックス投資信託以外の投資信託

TOPIX 米ドル(対円相場)

FTSE世界国債イ ンデックス(日本含む、円換算･ヘッジなし)

TOPIX

米ドル(対円相場)

FTSE 世界国債イン
デックス(日本含む、円
換算･ヘッジなし)

指定インデックス
投資信託

指定インデックス投
資信託以外の投資
信託（アクティブ運用
投資信託等）

*「eMAXIS NYダウイ ンデックス」は指定

イ ンデックス投資信託以外の投資信託

に含まれる。

純設定には、つみたてNISA以外で購入された分も含む。

→つみたてNISA開始
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積立投資を複利で語るなかれ 
～円建て預貯金に無い価格変動リスクを伴う投信を積み立てる事を理解～ 

 

つみたて NISA は口座数も買付額も二桁増と高い伸びと将来性がある。 だが、誰もが理解出来る円建て預貯金

の積立と違い、つみたて NISA 対象商品は公募株式投資信託と上場株式投資信託(ETF)に限定されている。 いく

ら金融庁が「長期‣積立･分散投資に適した」と定めても、その指定インデックス投資信託には、日本株インデックス･

ファンド、グローバル株インデックス･ファンド、エマージング株インデックス･ファンドなどが多々あり、円建て預貯金

に無い価格変動リスクを伴う。 そのリスクを伴う投信を積み立てる事を理解する事が極めて重要だ。 

 

その中、とても参考となる記事があった。 「積立投資を複利で語るなかれ」と言う見出しで、経済コラムニストの大

江英樹氏が日経ヴェリタスに書いた記事である(2020 年 9 月 25 日付日本経済新聞電子版より以下、抜粋引用、

下線は筆者、URL は後述[参考ホームページ]①参照)。 

 

「『積立投資さえやってればいい』とか『積立投資が最も資産を増やす方法だ』と決めつけてしまうこと

に、筆者は違和感を覚えている。…(略)…。 

 

そもそも『価格変動商品には複利の概念はなじまない』ということだ。 預金や債券のように毎年の利率が一定の

ものであれば、複利の考え方は成り立つ。 1 年間で増えた分を元本に加え、翌年にまた同じ利回りで運用する

ことを続けていけば、確かに『雪だるま式』に資金は増えていく。 だが、投資信託のような価格が変動する金融

商品の場合、複利の計算で 3%だの 5%だのという数字を当てはめても、あまり意味がない。 なぜなら、投信を

購入後、20 年間にわたって毎年必ず 3%ずつ値上がりすることなどあり得ないからだ。ある年には 10%上がること

もあるが、翌年には 15%下がるかもしれない。･…(略)…。 

 

短期的には大きな下落が起きることだってある。投資をした収益率が一定ではないからこそ高いリターンが期待

できるのであり、これが『リスクプレミアム』と呼ばれ

るものだ。 

 

そのあたりの投資の本質を何ら語らないまま、『毎

月 2 万円ずつぐらいなら何とか積み立てできるか

もしれない』と思わせるような金額で投資に誘引

し、3%複利とか 5%複利といった、実際にはまず不

可能な数字を使って価格変動商品を宣伝すると

いうのは、いかがなものだろうか。 投信の積み立

ては大いにやればいいし、筆者自身もやっている

が、こういうことをきちんと理解した上でやるべきだ

ろう。…(略)…。 

 

図をご覧いただきたい。冒頭のセールストークのよ

うに毎月 2 万円ずつ 20 年間積み立てれば、その

総額は 480 万円、これを 3%複利で運用できれば

657 万円、5%なら 820 万円という数字になる。…

(略)…。ここでもう一度考えてほしいのは、すでに

述べた通り、価格が変動する金融商品は運用利

回りが不確実であることだ。 したがって、想定利

回りをベースにした複利計算にも意味がない。」 
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当コラムでも、7 年前の 2013 年に「複利効果は正のリターンが継続する時に最大限享受できる。  典型的なのが

預貯金などの無リスク資産への投資や常勝ヘッジファンドへの投資である  しかしここで投信などリスク資産の投資

で複利運用をすれば話は違ってくる。･･･(略)･･･。複利は(積み立て投資も同じだが)、無リスク資産の時に有効で、

リスク資産の時はリスクが拡大していく為、損失時のダメージが大きくなる」(2013 年 7 月 1 日付日本版 ISA の道 

その 18～URL は後述[参考ホームページ] ①参照)と書いて、その後随時指摘している事である(後述※2 参照)。 

 

一般的な投信は株式や債券などをベンチマークに持つので、要はリスク資産であり、右上がりになってほしいが、

期待できない。 下記はその一般的な投信(国内公募投信)の 13 年間にわたる 5 年間年率リターンである。 一番

右側の★印の付いた列が最新月の 5 年間年率リターン(2015 年 10 月～2020 年 9 月)であり、ここの年率リターン

の高い順に上から並べて、上位 15 分類と下位 15 分類を表示してある。 13 年間としたのは、きりのよい 10 年間

（2010 年 10 月～2020 年 9 月）とすると、すべて正のリターンとなるものが多く、あたかも正のリターンが長く継続

するように見える為。 13 年間（2007 年 10 月～2020 年 9 月）に広げると、一気に負のリターンが現れる。 すべ

て正のリターンとなったのは、「北米株-円ヘッジ」①、「オーストラリア&ニュージーランド債-円ヘッジ」②、「米国

REIT-円ヘッジ」③だけとなる。 また、最新月で 1 位の「日本中小型グロース株」④や、3 位の「中国株」⑤がハイ

リスク・ハイリターンの投信である事も示されている。 

 

日本の国内公募投信の分類別5年間年率リターン 　（単位：％）

*最新月5年間年率リターン(★印)の高い順に上から並べたものの上位15分類と下位15分類。 ★

1 日本中小型グロース株 -9.93 +12.62 +15.60 +20.39 +20.65 +28.93 +16.34 +9.32 +11.98
2 グローバル株･日本を除く-円ヘッジ -0.97 +7.17 +7.49 +3.37 +7.74 +7.32 +7.68 +6.05 +9.23

3 中国株 -15.04 +5.88 +6.05 +7.23 +13.77 +19.34 +9.88 +6.37 +9.16
4 グローバル株－円ヘッジ -3.31 +6.97 +10.26 +7.69 +10.22 +9.86 +7.36 +4.71 +9.06
5 日本中小型ブレンド株 -9.74 +10.37 +14.52 +17.87 +17.50 +25.55 +14.27 +7.49 +8.06

6 グローバル株 -8.69 +5.24 +10.99 +8.92 +10.95 +13.43 +8.22 +3.45 +7.98
7 日本株大型グロース -13.53 +4.89 +10.78 +14.07 +14.68 +20.43 +11.21 +6.11 +7.88
8 北米株-円ヘッジ +0.48 +11.67 +13.48 +8.00 +10.24 +8.48 +6.96 +3.54 +7.27
9 グローバル株-日本を除く -9.15 +6.85 +14.10 +13.85 +15.85 +17.42 +10.82 +5.63 +6.94

10 北米株 -5.83 +9.27 +15.31 +12.10 +13.43 +14.09 +9.84 +4.22 +6.75
11 日本中小型バリュー株 -7.09 +12.80 +16.54 +19.76 +17.94 +27.71 +14.64 +7.28 +5.53
12 日本株大型ブレンド -12.43 +4.65 +9.98 +13.02 +13.37 +19.50 +10.71 +5.60 +5.42
13 オーストラリア&ニュージーランド債-円ヘッジ +1.59 +1.96 +2.35 +2.38 +2.23 +0.87 +1.01 +1.76 +4.47

14 欧州株-円ヘッジ -3.18 +10.01 +9.37 +7.93 +11.42 +10.30 +6.35 +5.40 +4.45
15 ターゲットデート2041以降 -7.67 +4.02 +8.38 +9.43 +10.38 +13.27 +7.57 +4.34 +4.30
55 グローバル債-日本を除く -2.21 +3.06 +6.80 +7.89 +6.52 +7.35 +2.78 +0.41 +0.58

56 米国REIT-円ヘッジ +0.72 +6.13 +12.73 +9.23 +11.21 +5.80 +4.78 +5.48 +0.54
57 欧州ハイイールド債 -4.58 +7.95 +10.28 +9.06 +10.62 +11.68 +3.13 -0.72 +0.51
58 グローバル･インフレ/変動債 -1.74 +1.84 +5.48 +6.36 +5.30 +5.50 +2.49 +0.87 +0.43
59 グローバルREIT-円ヘッジ -2.62 +5.21 +10.46 +8.14 +11.07 +5.57 +4.40 +5.29 +0.38

60 グローバルREIT -9.52 +3.25 +12.89 +11.52 +14.12 +11.19 +6.70 +5.21 +0.06
61 日本債-短期 +0.39 +0.32 +0.20 +0.10 +0.08 +0.13 +0.12 +0.07 -0.02 
62 日本マネー +0.19 +0.11 +0.06 +0.05 +0.03 +0.01 -0.02 -0.03 -0.05 
63 グローバル･バンク･ローン-円ヘッジ +0.89 +0.43 -0.11 

64 米国REIT -6.60 +4.77 +17.19 +17.30 +18.20 +15.10 +9.23 +6.94 -0.36 
65 グローバル短期債-円ヘッジ -2.39 +0.15 +1.19 +0.10 +0.12 -0.44 -0.70 -0.65 -0.47 
66 欧州債 -4.54 +1.96 +5.35 +6.77 +5.90 +7.80 +1.97 -1.28 -0.48 

67 グローバル短期債 -3.47 +1.08 +3.54 +3.34 +2.18 +4.32 +0.68 -1.32 -0.60 
68 グローバル･バンク･ローン +4.96 +1.74 -0.80 
69 エマージング欧州/その他債 +5.63 +6.47 -0.47 +0.10 -2.02 -11.76 -7.67 -6.05 

　　　　　　69分類の単純平均 -3.59 +5.55 +8.07 +6.89 +8.46 +9.26 +4.74 +2.55 +2.70
(出所: ibbotsonより三菱UFJ国際投信株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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※2: 投信などリスク資産は無分配複利でリターンを拡大させるものの損失も拡大… 

 

 投信の様なリスク資産における複利効果を検証する。 下記グラグの細い△付きの線は最初の年に+10%のリタ

ーンだったのが、翌年-8%と-10%と-12%の損失になり、その後また+10%のリターンに戻るというシナリオ(*その後も

同様)のイメージ図である。  下記グラグの実線付きの線は最初の年に+5%のリターンだったのが、翌年-4%と-5%

と-6%の損失になり、その後また+5%のリターンに戻るというシナリオ(*その後も同様)のイメージ図である。 

 

           

無分配(複利)非課税の年率リターン
年率リターン･シナリオ別イメージ図

10年間
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年率リターン+5%→-
5%→+5%で無分配
(複利)
非課税

年率リターン+10%→
-10%→+10%で無分
配(複利)
非課税

年率リターン+5%→-
4%→+5%で無分配
(複利)
非課税

年率リターン+10%→
-8%→+10%で無分
配(複利)
非課税

年率リターン+5%→-
6%→+5%で無分配
(複利)
非課税

年率リターン+10%→
-12%→+10%で無分
配(複利)
非課税

(出所: 国際投信投資顧問株式会社投信調査室が作成)

年率リター
ン+5%→-
5%→+5%で
無分配(複
利)非課税

年率リターン+10%→-8%→
+10%で無分配(複利)非課税

年率リターン+10%→-12%→
+10%で無分配(複利)非課税

年率リター
ン+10%→-
10%→+10%
で無分配
(複利)非課
税

年率リターン
+5%→-6%→
+5%で無分配
(複利)非課税

年率リターン
+5%→-4%→
+5%で無分配
(複利)非課税

 
 

「+10%→-10%→+10%→…(略)…。」と「+5%→-5%→+5%→…(略)…。」が右下がりになっているのを不思議に思うかもし

れない。 ただ、これは事実である(*日々ベンチマークの倍数の比率に合わせるブルベア･ファンドにも起こりえる現

象)。 「+10%→-10%→+10%→…(略)…。」について説明すると、当初 10000 円は 1 年後に+10%で 11000 円となる。 

2 年後に-10%で 9900 円となる。 3 年後に+10%で 10890 円になる。 単利(分配)なら 1 年後に+10%で 11000 円とな

って 1000 円を分配するので 2 年後の投資額は 10000 円に戻りその後のリスクは増えない。 2 年後に-10%で 10000

円となる(値下がりした 9000 円に分配 1000 円を戻したもの)。 3 年後に+10%で 10900 円となる(値上がりした 9900

円に分配 1000 円を戻したもの)。 つまり単利の 3 年後の 10900 円は複利の 3 年後の 10890 円より高くなる。 

 

複利は(積み立て投資も同じだが)、無リスク資産の時に有効で、リスク資産の時はリスクが拡大していく為、損失時の

ダメージが大きくなる」 

 

オリジナル全文は、2013 年 7 月 1 日付日本版 ISA の道 その 18「無(低)分配の新ファンドが増加の兆し! 投信

などリスク資産の複利効果を考えると、中長期的な資産形成の後押しの為には、ミドルリスク･ミドルリターンを中

心に。」( https://www.am.mufg.jp/text/130701.pdf ) を参照の事。 
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NISA で多用される投信ベンチマークを期間･開始時･終了時(出口)を変え検証 

一般的な投信のリターンを見たところで、次に、投信の積立を行った場合の結果について見る。 NISA で使われる

事が多い投信ベンチマークについて、投資期間･積立開始時期･積立終了(出口)時期を変え、多種多様な検証を

する(2013 年 2 月 8 日付日本版 ISA の道 その 2 から継続中～URL は後述[参考ホームページ]②参照)。 つみ

たて NISA はもちろん一般 NISA 等の投資家も積立投資が出来る。 一般 NISA 等で積立投資を行う場合、商品

が限定されておらず、(つみたて NISA に比べ)自由度の高い投資が可能である為、こうした検証は特に参考になる

と思われる。 

 

毎月 1 万円ずつ積立投資をしていたら、今いくらになっているのか、まず 2020 年 9 月末までの投資期間 5 年、10

年、15 年、20 年の元本とリターン(損益)が下記のグラフである。 グラフの左が時価、右が損益である(*手数料等

は考慮せず)。 

2020年9月30日 まで毎月末に10000円ずつ購入した時の 2020年9月30日 まで毎月末に10000円ずつ購入した時の

  現在の 時価　*左から投資期間 5年･10年･15年･20年。    現在の 損益　*左から投資期間 5年･10年･15年･20年。

2020年9月30日現在 2020年9月30日現在

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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5年 損益 10年 損益 15年 損益 20年 損益

投資期間 ５年･10年･15年・20年

20年での元本水準

*ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを、当コラムで2013年2月8日付日本版ISAの道その2から継続して使用している(以下同じ)。

 
5 年はグローバル REIT を除く資産がプラスのリターンでグローバル株（日本を除く先進国）のリターンが最も好かっ

た。 10 年、15 年、20 年はいずれの資産もプラスのリターンとなり、グローバル株（日本を除く先進国）のリターンが

最も好かった。  「つみたて NISA」適格投信フローで米国株ファンドとグローバル株ファンドが主導する純流入だ

った事は合理的な投資と言えそうである(2020 年 9 月 25 日付日本版 ISA の道 その 316～URL は後述[参考ホー

ムページ] ②参照)。 

 

積立投資は一括投資の様な「投資時期と終了時期の 2 時点での市場次第」と言うリスクは軽減されるが、「終了時

期の市場次第」と言うリスクがある(*積立期間中に市場価額が上がり平均投資単価が高くなる場合もある)。 そこで

積立の終了時を 2006 年～2019 年の各年末、2020 年 9 月末として検証する。  
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まずは投資期間 5 年である。 最新 2020 年 9 月末は、グローバル REIT 1 資産のみ損失だったが、その損失額

は、リーマン・ショック(2008 年 9 月 15 日)で大きな損失となった 2008 年末から 2011 年末までのいずれの損失と

比べても小さい。

     毎月末に10000円ずつ5年間購入した時の 時価      毎月末に10000円ずつ5年間購入した時の 損益
*左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　 *左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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次いで投資期間 10 年である。 下記グラフだが、投資期間 5 年に比べ、総じて損失となる年が減り損失額も小さ

くなっている。 上記 5 年で 2008 年末は軒並み大きなマイナスだったが、10 年ではマイナスが減り、マイナスの額

も大きく減っている。 

   毎月末に10000円ずつ10年間購入した時の 時価    毎月末に10000円ずつ10年間購入した時の 損益
*左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　 *左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

元
本

日
本

株

日
本

債

グ
ロ

ー
バ

ル
債

米
ハ

イ
イ

ー
ル

ド
債

グ
ロ

ー
バ

ル
株

エ
マ

ー
ジ

ン
グ

株

グ
ロ

ー
バ

ル
R

E
IT

エ
マ

ー
ジ

ン
グ

債

(単位: 円)

2006/12/29 2007/12/31 2008/12/31 2009/12/31 2010/12/31

2011/12/30 2012/12/31 2013/12/31 2014/12/31 2015/12/31

2016/12/30 2017/12/29 2018/12/31 2019/12/31 2020/9/30

-500,000

+0

+500,000

+1,000,000

+1,500,000

+2,000,000

+2,500,000

元
本

日
本

株

日
本

債

グ
ロ

ー
バ

ル
債

米
ハ

イ
イ

ー
ル

ド
債

グ
ロ

ー
バ

ル
株

エ
マ

ー
ジ

ン
グ

株

グ
ロ

ー
バ

ル
R

E
IT

エ
マ

ー
ジ

ン
グ

債

(単位: 円)

2006/12/29 2007/12/31 2008/12/31 2009/12/31 2010/12/31

2011/12/30 2012/12/31 2013/12/31 2014/12/31 2015/12/31

2016/12/30 2017/12/29 2018/12/31 2019/12/31 2020/9/30

2008年末

投資期間 10年

 



 

三菱UFJ国際投信 

情報提供資料/【投信調査コラム】 日本版ＩＳＡの道 

巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項」を必ずご覧下さい。 三菱UFJ国際投信株式会社8/10 

 
そして投資期間 15 年と 20 年で、黒字化がより鮮明となる。 下記グラフだが、大半がいずれの時点でも利益、も

しくは、見えないくらいの損失にとどまる。 2012 年末までマイナスだった日本株は 2013 年に黒字化する。 リーマ

ンショックの様な相場暴落時でも、長期になればなるほど積立投資では良好な結果になっている。 

   毎月末に10000円ずつ15年間購入した時の 時価    毎月末に10000円ずつ15年間購入した時の 損益
*左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　 *左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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1993年12月31日を100

とするデータの為、

2006年末までの15年間

(1992年1月から2006年

12月)は無い。

投資期間 15年

 
 

   毎月末に10000円ずつ20年間購入した時の 時価    毎月末に10000円ずつ20年間購入した時の 損益
*左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　 *左から2006年～2019年の各年末、2020年は9月末。　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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*データの都合上、エマージ
ング債は2013年末までの
20年間から、グローバル
REITと日本株(配当込み)は
2009年末までの20年間か
ら、エマージング株は2007
年末までの20年間から。
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以上のリターン/リスクの大小や安定さを良く見た上で投資家が自身のリスク選好度や好み等に応じ投資する事が

期待される。 「安定的な資産形成には、長期･積立･分散投資が有効であると考えられるが、これを実現するため

には、資産形成に適した金融商品･サービスを顧客の立場に立って提供する金融事業者を選択し、長期にわたり

取り組んでいくことが重要。」(2020 年 9 月 18 日付金融庁～URL は後述[参考ホームページ]③参照)とある通り、

金融事業者（金融商品の販売、助言、商品開発、資産管理、運用等を行う全ての金融機関等）はきちんと理解し、

投資家に伝える事が奨められよう。 

 

                                                            以   上 
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